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≪各委員からの意見≫

　アンケート対象者の年齢構成を均等数にして回答率、回答内容を吟味したかが疑問である。無作為に3,000名を抽出したのであれば、６０
歳代以上の標本数も多くなることを予測し、むしろ若年層の意見（参加）を意識して求める手法（ネットでアンケート形式を開示）もあっ
たのではないか。

・「流山おおたかの森」を中心とした流山全体の土地開発がおこなわれている中、街づくりにおける生活環境、美化、自然環境などは一番
注目すべき内容であるにも関わらず、市民のパブリックコメントやアンケート回答率が低いのがとても気になる。アンケート対象者の抽出
方法、アンケートの内容や返信方法には問題がなかったのか検証されたい。

・情報提供先を不特定の一般市民だけにすることなく、環境問題をより真剣に考えてもらう動機づけをする意味でも、提供先をもっと広く
そして特定してアプローチしたほうが良いのではないか。

・流山市の環境政策、他の自治体の取り組み、市民参加等について簡単なパンフレットを作成し全戸に配布するなど、市民の関心と参加を
促進する施策を立案されたい。

　⑤　当該事業の評価について

・第２次環境基本計画を策定し、その後すぐにパンフレットが発表されている。特に子ども向けのパンフレットと、大人向けにも「概要
版」があり、市民へ事業の内容をわかりやすく知らせる努力がうかがえる。

・この事業は、市民的にも関心が強いと思われるため、パブリックコメント、アンケート等数回に時期を分けて公募・告知をしてもよかっ
たのではないか。

・パブリックコメントの実施について、環境団体や商工会議所への周知、又ゴーヤ関連の行事の現場での周知、アンケートの実施等ター
ゲット毎の周知活動を行ったことは評価できるが、環境問題の広がりを考慮して、更に学校や地域自治会などへの同様のアプローチをすべ
きではなかったか。

　④　改善点について

　「都心から一番近い森のまち」をつくる１０年に一度の環境基本計画であるため、幅広い年齢層と幅広い住民層を交えたタウンミーティ
ング、意見交換会、ワークショップ等の検討はなかったのだろうか。

・審議会、部会の日程はよく話し合われていると思う。しかし、無作為抽出アンケートやパブリックコメントが1回だけでなく、もっとやっ
ても良かったのではないか。

　③　事業の内容や市民参加の仕組みに対する市民等への情報提供について

　審議会の市民公募やパブリックコメントの実施に際し、事前に環境関連団体や商工会議所に対し、パブリックコメント実施等の周知及び
意見の提出を促し、更にアンケートで環境に対する意識調査をするなど、積極的な市民参加促進の取組みを評価する。

　関連するイベントでの告知や回答者が記入しやすいよう設問を最低限に設定するなど、市民の立場になって市民参加を考えた担当課の努
力がうかがえた。

≪各委員からの意見≫

　②　市民参加の方法のスケジュールの妥当性について

　パブリックコメントを審議会の終了後に設定することにより、有識者の専門的な意見を踏まえて、パブリックコメントを実施しているた
め、スケジュールとしては評価する。

　アンケートの回収期間については、もう少し長くてもよかったのではないかと思うが、42.3％という高い回収率を考えると、担当課の回
収努力が見られ、よりよい意見収集ができたのではないかと見受けられる。

≪各委員からの意見≫

・専門的見地の必要性を認め審議会並びに策定部会をコアに、実施スケジュールを11回の頻度で開催し、さらに素案作成を前にパブリック
コメントを実施し、市民の意見を求めた手続きは適切妥当であると評価する。

　①　市民参加の方法の選択について

　審議会、パブリックコメントに加えて、市民対象のアンケートや事業所対象のアンケートを実施するなど工夫がみられ、多くの多様な意
見を計画に反映できていると考えられる。

　一般市民への無作為抽出のアンケート、また事業所に対してもアンケートも実施し、評価できる回収率と考える。また、このアンケート
の実施については、リジオナル・プランニングチームというシンクタンクを交えており、その手法についてのアドバイスがあったのかもし
れない。

≪各委員からの意見≫

・アンケート結果もＨＰで公表し、参加した市民へのフィードバックも出来ている。また、パブリックコメントも、環境部としてのコンテ
スト結果の発表の場に設置したりと、環境に関心のある市民から、多くの意見を収集しようとする配慮があり、大変好感をもった。

・若い人は封書のアンケートは答えにくい気がする。Twitterやホームページなどをうまく利用する方法も検討されたい。
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